
昭 和 58年 3丹・20日

会 員 各 位 殿

つ つ じ が 丘 自 治 会

会長  

第 8回 定 時 総会 開 催 の お知 らせ

吹 く風にも春を感 じるこの頃、会員各位におかれましては益々御健勝のこと

とお慶び申し上げます。

当自治会 も、昨年度より新たに 50世 rifの 新会員を迎え、活気ある明るい街

 づ くりに黒たす役割 りも益 々大きくなってきているといえまし ょう。

つ きましては、第 8回定時総会を、下記のように開催することとなりました

  ので万障お繰 り合せの上、御出席載 きますよう御案内申し上げます。

記

1  時  昭和 58年 4月 3日 (叫 午前 9時 30分～正午まで

2. 場 所  鵜濯西町公民館 2階広  

3.議  題  (1)57年 度会務報告及び承認の件

(⇒  57年 度会計報告及び承認の件

(3)58年 度予算案の審議及び承認の件

(4)役 員 (会長、 alj会 長、会計監査 )改選の件

(5)そ の 他

なお、準備の都合上 、出欠のBllを 次頁出欠票にこ記入の上、 3月 27纂

までに各班長さん ir_ご提出下さい。

また、当日やむを得ず欠席され る方は、委任状 も合せて班長さんまでご

提出下さい。

第８回つつじが丘自治会定時総会議案書



昭 和 よ 7年度  自治 会 会 務 報 告

八木 lllの 山頂より眺める、私達の街は、まだまだ空地が多く目立ちます。

しかし、年々、80～ 100戸 の新世帯を迎え、 58年度内には過半数を超す

状況とな りました。

「 新 しい衡 」「 新しいふるさと J作 りを中心とtノ た 7年 目の自治会活動 も、

これまでの積み重ねと、会員、議長、役員の協力のもとに大過なくすすめてく

る事ができたといえます。

今年度は、

交通事故を中心とする災害の防止対策   (防 災委員会 )

住環境の整備             (環 境委員会 )

会員間の親睦             (文 体委員会 )

を基軸にして、昨年度から始め られた、各広報区ごとの活動の定着を目標に

運動がすすめられてきました。

具体的な内容については、後述されますが、これ らの活動を通じて、一定の

成果 と同時に、今後の課題も生 まれてきて、もヽるといえます。

第一には、自治会活動の原点ともいえる、災害防止対策、住環境の整備等へ

の行政 lnl‐ での現実的な対処 を実現 させる活動です。

この点では、特に「 校下 」仲間の松ケ丘広報会との共同歩調は、不可分であ

り、更には、近隣の「 新興団地 」との協調 も作 りだして行 く必要が出てくるで

しょう。

また、住民自身が、ただ行政にまかせ るのみでな く、自ら行動に責任を持つ

必要性も痛感 されます。

第二には、種々多彩になった団地内の活動の結びつ きを、 どう合理的にすす

めるかということです。

広報区と子供会で行った、夏 まつ りのみこし作 り、文体委員会とソフ ト、バ

レーボール同好会との球技大会、園芸同好会 との市民展の開催、環境委員会と

老人会の公園清掃分担、各行事への婦大会の応援、等々、1本年度は、各団体 と

の連携の基盤が作 られて きていますが、役員会、班長会議等を通じて、更に改



善、検討が必要です。      

第二には、広がる活動の中心の場となっている集会所の管理、活用の問題で

す。現在の集会所の使用状況は、回数では、年間約 330回 (昨年 230回 )

使用の内容によっては相当な手狭を感 じる状況となっています。

3年前に建設された集会所の増築問題に具体的な検討がせまられて きてい る

といえましょう。

新年度は、 これ らの課題に対 して、団地内で解決する点、行政面での援助を

得て行 う点、「 校下 」近隣との協力で行 う点を考え合せ、改善をすすめ、ひき   

つづ き「 心が一つの衛 Jづ くりを目指していきたいと思います。

会員の皆様には、自らの組織 としての自党を一段と強めて頂き、自治会活動

への積極的な協力をお願いし、会務報告 とします。



専 F電 委 会 告

広 報 委 員 会 )

広報委員会より会務の報告を致 します。

昭和 57年度広報委員会は、広報活動を通じて、住民の協調、豊かな衛づくり

に金力をそそいだ年でありました。

つつじが丘団地は「 新興団地 」が故に、経済的に も、時間的にも十分な「 ゆ

とりがなく、お互いが助け合い協力しあって豊かな衛を作 る事は、非常に難か

しい面もあり、ややもす ると無関心、無気力にな りがちであ ります。

しかし、私達の責任は、心豊かな衛をつくり、思い出深い「 ふるさと」を子

孫に残す事にあ ります。その為に各広報会がその独 自性を生かし、いろいろな

行事を通して住民の融和 と協調に金力をあげました。

特に毎月開かれ る班長会議では、住民め出来るだけ多くの人々の意見を蘭き、

一人一人の声なき声を聞くのに努めました。

各区の広報会活動 も活発で、例えば第一広報会では、映画会、のど自慢大会等

を通 じて住民参加を呼びかけ、第二広報会では、 ドッチボール大会、宝さがし″

大会で住民の融和 と協調を呼びかけました。第二広報会では、モチッキ大会を

行い、子供会との連携の もとに 100余 名の参加者を得て、お互いの親睦を深

めました。第四広報会では、団地の玄関にふさわ しいノリ面に大量のツツジを

植た、第五広報会では未来の「 ふじ祭 り」を夢みて公園にふじ棚を作 りました。

以上の様に、少しづつではあ りますが、各種の行事を通じて住民の協調性は

高まっています。 これか ら、さらに豊かな街づくりは続きますが、それ と同時

に行政面への参加、団地周辺町村 との積極的な連携が必要の様に思わね′ます。

「 全員参加による心豊かで思いや りのある衛をつ くろう」

環 境 委 員 会 )

団地内生活環境の保全、向上の為、日新しい事は出来ませんでしたが、伊1年

通 り各種作業に取 り組みました。

まず、最初の仕事となつたのが、不快害虫 ヒメヤスデ、ムカデの大量発生の



予防でした。 5月 に不快害虫駆除の薬剤を斡施し、各家庭にて散布していただ き

また、春季団地内大掃除の実施、不在地主の空地草Xllの 実施により、 さいわい今

年 もこれ ら不快害虫の大量発生をみることなく夏をこすことがでさました。

団地内清掃に関しては、」ll年 通り春秋 2回の大掃除を実施 し、alj溝の清掃、土

手の草刈 り等 を行いました。また、今年か ら老人会にも公園清掃に参加していた

だくこととしました。 (上池公園西側部分 )

不在地主の空地の草刈 りは、当団地にまだ空地が多い事か ら大きな問題となっ   

てお りますが、今年度は従来鋤石lll農 園発注をやめ、団地内の草刈1り 会に発生す

る事としました。 これによ り、不在地主の負担軽減 (1区 画 1回 Y15,000 -

¥10,000)に よる草刈 り発注区画の増加、業者への発注業務の簡素イし、草
"1り

時期の適正化等の成果をあげることができました。     .

しかし、今年度の方式は、自治会サイ ドから見ると有利なものであ った反面、

行楽 シーズンの体みが連続してつぶれる等、革刈 り会々員の負担が大きく、新年

度は草刈1り 方式の見直しも必要と考えられます。

例年、苦構、 トラブルの多発する大の フン、ゴミの処理については、 5月 に会  

員各位に注意を喚気する意味で回覧を回しましたが、年末になり、やはり色 々苦  

情が発生するようにな り、再度、注意文を回覧する事とな りました。

この F・5騒 は、会員各 自の自覚以外に根本的な対策はないので、よリー層の注意を  

お願いしたい と思います。

団地内縁イヒに関しては、環境委員会として統一 した取 り組みが出来ず、各広報

会バラバラに実施とい う事にな ってしまった事を深 く反省 しております。

最後に皆様方の御協力により、私共素人の環境委員がなんとか一年をしのぐ事

がで きた事を深 く感謝 して報告を終 らせていただ きます。



(防 災 委 会 )

57年 8月 29日 に鵜沼中学校グランドで実施 された各務原市防災訓練 |ま、

諸機開の訓練活動に加え、住民による避難、消火器消火、バケツ リレー、消防

ポンプ操作訓練、等を織込んだ大がかりなものであった。

これは、地域防災蕃1練舎一つのひな型であるわけで、当自治会としても、非

常時に有
‐
9Jに 生かせるように、春、秋の防災訓練を内容あるものにして行きた

いと考えます。

今年度は 5月 9日 に春の総合防災謝1練 を、 11月 14日 、 21日 に各広報会

毎の秋の綺火静1繰 を行いました。

春の総合訓練では、防護団組織にかなった活動が展開で きるようスケジュー

ルを組み、将来は、前述の市の防災訓1練 のような形にしたいと考えます。また、

秋の訓練は前年度から、なるべ く多くの方々に実際に消火器あるいは、消火ホ

ースを操作していただ くために各広報会 ごとで実施する様にしてお り、両誹1練

とも多数の参加者を得て、有意義であつたと感謝 しています。

また、今年度より、西町消防団と提携し、当団地内の消火および火災予防活

動について協力願 うことになりました。「 イザ鎌倉 」とぃ ぅ時の備えが強イヒで

きたと考えます。

当団地は、設立以来、一度も住宅火災のないのが 自慢の一つですが、これ も

皆様一人一人の安全意識の高さのおかげです。今後共「 人の用心」につ とめ、

まず、火を出さないよ うお願いします。

さて、前年より懸案の交通安全丸策については、麟地内の危険箇所をチェッ

クし、追越 し禁lL、 停止線、カープミラー等の対策 を織込んだ要望書を7月 に

各務原市長に提出し、今後の努力 を約束 lノ ていただきま tノ た。

一方、団地内の啓 もう活動として子供を対象とした映画会を開催 (11月 )

しました。残念午ら、実施 には到 りませム,で したが、子供会との共催による交

通安全教室など、団地内の安全には、今後共、前向きに取 り組んでい きたいと

考えます。

皆様方の御理解、御協力をお願いします。



(文 体 委 員 会 )

会員の皆様の積極的な行事への参画が実を結び、本年度は少し趣向を変え

た行事を実施することができました。

春には、 ソフト、バレーボール大会、夏には盆踊 り、秋には「 八本 111校 下

大運動会 」、そして、初めての試みとして「 市民展 」を行いました。

春のソフト、バレーボール大会は就任後間もない、 4月 18日 (⇒に実施、

不慣れな点もありましたが、男性がソフトボール、女性がパレーボールと、

参加者 300余名を得て、プロ顔負けのファィンプレー等が続出し、 日頃の

運動不足の解消にも一役買った 1日 になりました。

夏の恒例の「 盆踊 り大会 」は今年で 6`回 目を数え、 7局 31日韓お 月1颯

(叫 に整地の終ったばかりの中央公園で行い、第 1日 目700余名の参力E者 は

夏の一夜を踊 りに映画に大変楽しむことが出来たと思います。各広報区ごと

の夜店では、金魚すくい、輪なげ、音なじみのバナナの1露 き売り等まで飛出

し、踊 りの輪に一層の華やかさが加えられました。第 2日 目は、台風接近の

雨の為、残念午ら中止になり、心待ちしていた各広報区ごとの仮装大会等が

流れてしまう結果となりました。

秋の「八本山校下大運動会 」は 10月 10日 (助体育の日の秋晴れの八本曲

小学校で行われ、松ケ丘、つつじが丘両自治会の綿密な打ち合せに依り、今

年は自由参加の種目を増やし、会長の皆様が 1人でも多く参加出来る様、配

慮しました結果、 1000名 を越す参加者があり大成功と終りま lノ た。

11月 に入って、も日←り、 7日 0の 面日に初めての試みとして「 つつじが

丘市民展 _1を 行いました。会場入目には、園芸同好会の菊が見事に花を咲か

せ、会場の中には、婦人会の手芸品を初め、会員の皆様の貴重な 1点 1点の

作品が出品され、その数 も130点余 りに男 り、見学者 も300余名を集め

る事が出来ましたことは、会員皆様の絶大なる協力の賜ものと思います。

以上の行事を振り返り、いくつかの反省点もありましたが、はぼ満点の行

く活動が出来たものと思いま



前年度からの申し送りでもありました同好会の育成では、 6月 20日 に民謡

同好会を発足させる事が出来ましたが、今後 もっと沢 lllの 同好会を育成し、会

員の皆様が何かの同好会に参加し、地域住民間の信頼強化を更に進めて行きた

いものです。

最後に私共素人の文体委員が滞ることなく、任務を遂行出来ましたことは、

会員皆様の深いご理解とご協力のお陰と深く感謝しております。

今後一層のご参加、ご協力をお願いしまして報告とさせて載きます。

〈 57年 度 活 動概 況 〉

・■
　
　
口
局

第 7固定時総会     (4日 )

球 技 大 会  (13日 )
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八木山校下大運動会     (10日 )

ふじ棚作 り       (第 5広締

5

月

総合防災訓l練      (98)
11

月

つつじが丘市民展     (6.7日 )

宝 さがし、 ドッチポール大会 (第 2広報 )

市民清掃の 日        (14日 )

防災訓練、団地内清掃   (各 広報 )

っつじ50本植樹     (第 術二紛

６

馬

春季団地内清掃    (各 広紛

民謡同好会発足    (20日 )
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・２
　

月

交通安全映画会     (11尾 14日 )

餅つ き大会       (第 3広報)

櫨 樹          (各 広締

7

月

市民清掃の日    (11日 )

夏まつ り     (第 1広報)

八本山夏まつ り   (25日 )

盆踊 り       (31日 )

１
　
月

クロ ス、 カ ン トリー     (9日 )

街路 天I増 設

８

日月
各務原市防災創1練   (29日 )

２

月
消火器増設

９

周
新班長オリエンテーリング (18日 )

３

自月
総会準備



昭 和 57年 度 会 計 報 告 書

(基 金 の 部 )

科 目 金 額 備 考

昭 和 56年 度 基 金 残 高 10,425,71 3 昭和 57年 3月 10日 現在

昭 和 57年 度 増 加 分 400,000

合 計 10,825,713 昭 和 58年 2月 28日 現在

(積 立 の 部 )

科 目 金 額 備 考

集 会 所 増 築 準 備 金 200,000 昭和 56年度分

集 会 所 増 築 準 備 金 100,000 昭和 57年度分

緊 急 災 害 時 準 備 金 200,000 昭和 56年度分

緊 急 災 害 時 準 備 金 200,000 昭和 57年度分

記 念 行 事 積 立 金 100,000 昭和 57年度分

ム
粛 訓

‐ 800,000 大垣共立銀行鵜沼支店

(収 入 の 部 )

科 目 当 初 見 込 額 収 入 額 備 考

前 年 度 繰 越 金 876,257 876,257

自 治
ハ
バ 費 3,120,000 3,067,500 @500× 6,135戸

自 治 会 入 会 金 80,000 37,000 @1000× 37戸

自治 会 基 金 利息 600,000 621,888 金銭信託の利息

広 報 会 長 報 酬 222,000 216,450

広報紙配布手数料 486,000 469,350

公 園 清 掃 報 酬 220,000 279,000

雑 収 入 72,800 98,937 和 息、視儀他

(草  "1 ) 130,000
△
ロ 計 5,683,958 5,796,382

(支 出の 部 )

科 目 予 算 額 支 出 額 備 考

自 治 会 総 会 費 50.000 31,980 総会資料他

街 路 灯 電 気 料金 830,000 958,605 電気代、修理代

事 務 局 関 係 費

事  務  費

交 通 通 信 費

780000

80,000

50,000

787,710
100,510

35,100
難 鵬

二種会 員 :



科 目 予 算 額 支 出 額 備 考

備 品 購 入 費

予  備  費

500,000

150,000

507,000

145,100
クーラー他

会議 費

集 会 所 運 営 費 650,000 293,041 光熱費電話代他

広 報 活 動 費 826,000 800,000 各広報会活動費

環 境 対 策 費

清 掃 対 策 費

清 掃 用 具 費

緑 イヒ対策 費

465,000

74,000

171,000

220,000

347,680

51,430

79,250
217,000

ゴ ミ袋他

草メリ費修理他

植樹

防 災 対 策 費

防 災 行 事 費

交通安全対策費

消火器具備品費

280,000

30,000

50,000

200,000

1 92,984

7,110

11,874

74,0001 消 火器 具

文 イヒ 体 育 費

盆 踊 り 費用

運 動 会 費 用

春季体育大会

市 民 展 費 用

600,000
300,000

250,000
50,000

562,178

197,680

205,597

47,762

111,139

飲 物

賞品他

各 種 団 体 助 成金 420,000 430,000 子供会老人会婦人会他

地 域 社 会 交 際費 150,000 162,380 青少年育成会議他

集会所増築準備金 100,000 100,000 定期預金

緊急災害時準備金 200,000 200,000 定期 預金

シンボル建設鞭 100,000 100,000 定期預金

予 備 費 232,958 53,364 防犯協力会費他
△
口 計 5,683,958 5,019,922

57年度収支残高
収 入 総 額 支 出 総 額 5 8年度繰越

5,7 96,382 5,019,922 776,480

以上、昭和57年度決算報告に誤りのないことを証明いたします。

会言1・監査  

会討・監査   



昭 和 58年度  予  算  (案 )

(収 入 の 部 ).

科 目 金 額 備 考

前 年 度 繰 越 金 776,480

自 治
ハ
ム 費 3,480,000 @500円×580戸×12ケ月

自 治 会 入 会 金 80,000 80戸増 (@100(綱×80戸 )

自 治 会 基 金 利 息 620,000 三井 信託銀行 金銭信託 よ り

藤 報 会 長 報 酬 240,000
均等割 12,000円×5=60,000円
世帯割 150× 5 80Fl鐘 8■ 000円

″  150× 620戸 =98,0001■j

広 報 紙 配 布 手 数 料 540,000
450円X580戸 261,000円

450円X620戸 279,000円

公 園 清 掃 報 酬 279,000

雑 収 入 80,600 130円X620戸 80,600門

計
△
働 6,0 96,080



(支 出 の 部 )

科 目 金 額 備 考

自 治 会 総 会 費 50,000 総会資料

街 路 燿 電 気 料金 950.000 衛路灯電気料金、補修費

事 務 局 関 係 費

事  務  費

交 通 通 信 費

備 品 購 入 費

予  備  費

550,000

100,000

50,000

300,000

100,000

F‐「j刷、事務用品、会議費他

二種会員通信、交通費

テ ントー張 り他

集 会 所 運 営 費 250,000 光熱費、 TEL他

広 報 活 動 費 1,059,000 各広報区活動費

環 境 対 策 費

清 掃 対 策 費

清 掃 用 具 費

緑 イに対 策 費

502,000

74,000
328,000

100,000

ゴミ袋 (大 掃除、公園清掃用)他

各公園清掃用具入れ設置

櫨樹、肥料

防 災 対 策 費

防 災 行 事 費

交通安全対策費

消火器具備品費

430,000

180,000

50,000

200.000

西町消防団賛助金

消火栓 2基増設

文 化 体 育 費

盆 踊 り費 用

運 動 会 費用

年 間行 事 費

700,000

300,000

250,000

150,000 春―球技大会、秋―市民展

各 種 団 体 助 成 金 400,000 寿会、婦人会、子供会、青少年育成会

地 域 社 会 交 際 費 100,000

集 会 所 増 築 準備 金 500,000

緊 急 災 害 時 準 備金 200,000

記 念 行 事 準 備 金 100,000

予 費備 305,080

△
rJ 6,09 6,0 80
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